
巻頭言

　昨年の12月23日に全国グラビア協同組合連合会ホームページが全面リニューアル
オープンをしました。既にメール等でご存知の会員様やご覧になられた方もいらっし
ゃると思いますが、いざ公開となるとあれもやりたい、これもやりたかった、もう少
し時間と手間をかけて…等々、決断が着きません。制作を担っていただいた事業者の
方々と公開期日を設定してキリキリと胃の痛む思いを押し殺し、エエイままよとアッ
プしたのが現在のモノです（その後、小変更を幾度も加えて居ますが！）。
　通常メンテ契約を結んでいないと追加料金が発生しますが、今のところ請求は無し
です。よくよく考えると、ソフトウェア開発でメインフレームの時代はウォーターフ
ォール型と言って、必要な要件をすべて洗い出してから何処まで盛り込んだソフトに
するか、要件定義を済ませてから一気に設計、開発、各パーツ部分の結合テスト、総
合テストを経て、最後にダミーデータや実データを使って運用テストを済ませ、何と
かモノになったらリリース、後はひたすらバグ取り、もしくは思惑と違った要件への
至急対応で、売上30億円／100人規模の会社の基幹システム構築時には責任者がお
かしくなるか？（ヒト一人が死ぬ程）と言われた時代もありました。
　ところが昨今は、アジャイル開発等々出来たところから公開して、修正を加えなが
ら全体を形作っていく方法が主流となりました。もちろん、基本的な構想や利用アー
キテクチャーは決まっていないと出来ませんが。
　長くなりましたが、全グラホームページもそれで良いのではと思っています。要は、
完成品を提供するのではなく、たとえ不備があろうとも何らかの役に立つ、もしくは
利用価値のあるホームページであれば…と。
　昔、ソフトウェア開発時に教わったことがあります。数百人が毎日利用する数億円
かけたシステムと、年に 1回しか使わない、あるいはたまにしか使わない10万円の
システムとどちらが高いと思いますか？ と。
　よく、ホームページにどの位アクセスがあったかとか、年中更新をしていないと見
てもらえないよ！ とか言われますが、私は街で売っている商品と同じだと思ってい
ます。即ち、利用価値があるから買って貰える。最初は利用価値が分からなかったり、
利用法が不明瞭だったりして中々リピーターがつかないのですが、一度購入して良け
ればもしかしたらリピーターになっていただける？ 最初に悪印象だと二度と買うも
んかと離れてしまう‼ 
　皆さんから色々なヒントをいただいていますので、何とかリピーターが増えるホー
ムページを目指していきたいと思います。

全グラホームページが
全面リニューアルオープン

全国グラビア協同組合連合会

専務理事　 袖山髙明
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全国グラビア協同組合連合会 定例理事会報告

「外国人技能実習制度」全グラHPにも情報を掲載
軟包装のキャッチコピー、大詰めへ

　全国グラビア協同組合連合会は、2023年 1 月13日（金）午後 1 時～ 3 時まで、にホテルニュ
ーオータニ「ラピス 3 」において定例理事会を開催した。当日は、田口 薫会長（関東グラビ
ア協組・理事長：大日本パックェージ㈱）、安永研二副理事長（同・副理事長：東包印刷㈱）、
石井 純副理事長（関東プラスチック印刷協組・理事長：㈱多漣堂）、若狭博徳副理事長（北海
道グラビア印刷協組・理事長：㈱北海サンコー）、山下雅稔理事（関東グラビア協組・副理事
長：㈱巧芸社）、竹下晋司副理事長（関西グラビア協組・理事長：㈱ダイコー）、母里圭太郎副
理事長（九州グラビア協組・理事長：㈱平野屋物産）、吉原宗彦理事（関東グラビア協組・副
理事長：東京加工紙㈱）、佐伯鋼兵理事（埼玉県グラビア協組・理事長：㈱佐伯紙工所）、市村
清一理事（埼玉県グラビア協組・副理事長：㈱ダイトー）、大野寿之理事（北海道グラビア印
刷協組・副理事長：極東高分子㈱）、杉山真一郎副理事長（東海グラビア印刷協組・理事長：
富士特殊紙業㈱）、浮田信也理事（東海グラビア印刷協組・副理事長：大和産業㈱））、賀谷真
尚理事（北陸グラビア協組・理事長：賀谷セロファン㈱）、中村政晃理事（九州グラビア協組・
副理事長：㈱三裕商会）、袖山高明専務理事、村田英雄顧問の17名が出席した。

　定例理事会開催

に あ た り、田 口 

薫会長は、「あけ

ましておめでとう

ございます。数年

間取り組んでいる

軟包装のキャッチ

コピーや、我々の

仕事は一体どういう役割を担っているのかをます

ます考えないといけません。そして、せっかくの

貴重な機会ですので、これからどうなるのかな、

ではなくて、どうやっていくのかを十分話し合っ

ていただきたい」と挨拶を述べた。

1．第21回印刷産業環境優良工場表彰
　第21回印刷産業環境優良工場表彰の現在の応

募状況について袖山専務理事より説明があった。

出席者から寄せられた今後の環境優良工場表彰に

ついての意見を基に、日印産連にフィードバック

していくとの話し合いが行われた。

2．�「外国人技能実習制度」審査基準の変更と評価
試験実験等

　グラビア印刷作業の審査基準変更について、袖

山専務より説明があった。技能実習制度を始める

にあたっては、全国グラビア協同組合連合会の「確

認証」が必要となり、全グラ HP より、「確認証」

チェックリスト（PDF）がダウンロードできるよ

うになっているとの説明があった。詳細は20頁を

参照。

3．軟包装のアピールと重要性周知活動
　軟包装のキャッチコピーVer5について、安永副

理事長より説明が行われた。
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4．第53回通常総会・理事会について
　東京・ホテルニューオータニにおいて、2023年

6月9日（金）に開催予定との報告があった。

5．景況等報告
　出席理事より次のような情報提供がなされた。

・工場や営業でコロナ感染者が出ていて、人のや

りくりに困る。

・コンバーターの工場でもコロナ感染者が出てい

て、製造にも影響を与えかねない。

・外国人観光客を見受けるようになったので、イ

ンバウンドに期待。

・観光客は増えている。

・値上げの満額回答も得られない折、ナフサ価格

が下がってきているので、いつから値下げする

のかと言われる。

・ユーティリティコストが高騰。仕事の状況をみ

て土日は休みにするなど、メリハリを付けた効

率生産に取り組んでいきたい。

・12月に開催した単組理事会で忙しさの峠は超え

たという話が組合員から出ていた。

・材料メーカーでは品種統合は今後もかなり進ん

でいく。

・全グラの GP 認定工場が増えていない。
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全グラ・関グラ協組・関プラ協組

3年ぶりに合同新年賀詞交歓会を開催
軟包装の担う大きな役割をアピールしていこう

　2023年 1 月13日（金）午後 3 時半より、東京・ホテルニューオータニ「鳳凰の間」におい
て、全国グラビア協同組合連合会、関東グラビア協同組合、関東プラスチック印刷協同組合の
3 団体は合同で、「令和 5 年度新年賀詞交歓会」を 3 年ぶりにリアル開催した。2021年、22年
と新型コロナウイルス感染症の影響で開催中止が続いていたが、参加人数を組合員・賛助会員
に縮小、着座での会食など、感染防止対策を実施し、150名を超える参加者が一堂に会した。

開会挨拶
　今年の司会を務めた関

東グラビア協同組合青年

部の原 卓実氏（三洋グラ

ビア㈱）から開会が宣言

され、全国グラビア協同

組合連合会の田口 薫会

長（大日本パックェージ

㈱）が次のような挨拶を

行った。

　長らく開催ができず、

事務局も苦労しながら、

開催を決定したところ大

変好評で、大勢の方にご

参会いただいた状況とな

りました。

癸
みずのと

卯
う

の年は、大きな変

化に耐えて培ってきたものがウサギのように飛び

跳ねるそうです。相場の世界では、「辰
たつ

巳
み

天井、午
うま

尻下がり」という格言があるそうですが、これか

らはウサギなので、飛び跳ねることもできます。

これは人様のせいにするのではなく、自分たちが

どうするのかが問われていると思います。

　ウクライナの戦争等であらゆるものが高騰して

物価地獄になっています。1、2月も食品その他

含めて8000近くの値上げが予定されています。

　思い出すのは、1970年代の中東戦争から引き起

こされた石油パニックのとき、溶剤もフィルムも

3割、5割の値上げで、私は1人で商売をしてい

たので、さっぱり分かりませんでした。とにかく

組合に行かないと、石油情勢も何も分からない。

それで組合に行ったら、周りの人たちと議論が始

まりました。そして、私のそばに、当時60代くら

いの熊倉孝作さんが来て、「君、値上げどうするん

だ」と言われました。「こうです」と答えると、「そ

んなのダメだ」と言われ、そこから「組合とは良

いものだな」と思い、組合に縁ができました。そ

の方はその後、全グラの会長になられて102歳の

長寿を全うされました。

　当時、印刷加工賃を徐々にですが、3倍にでき

ました。こういうことができたのは組合があって、

情報交換をして勇気を得て、値上げを交渉できた

からです。今も全グラで論議をすると、本音が出

てきます。非常に有益です。「組合に入りなさい」

と言っても入らない人たちはどんどんおいていか

れて、価格も安い。

　なぜ、安くできるのかというと、とにかく給料

が安い。従業員に「なんでここで働いているの？」

関グラ協組青年部の原氏

全グラの田口会長
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と聞くと、「辞められない」と言います。子供を育

てるのに夜はバイトしている。こうした犠牲の下

に成り立っているのが実情です。そして、機械も

買えません。直しも自分でやります。それで安く

しても何の意味もありません。

　私が1975年に「組合ってすごい。良いものだ

な」と驚いたように、今からでも遅くはありませ

ん。組合に入って勉強してもらって生き残ってい

かなければ、製品が供給できなくなる可能性があ

ります。

　世の中は激しく動いています。過去の話ですが、

原料値上げのピンチをチャンスに変えて、なんと

か工場の近代化や省力化を果たし、今があります。

そして、カーボンニュートラルや省エネ等への取

り組みや、日印産連でも SDGs を謳っています。

そういった取り組みもできなくなるのは、社会に

貢献できない残念なことになりますので、ご参会

の皆様もご努力をいただき、今年もますますの皆

様のご健康と会社の繁栄をお祈りいたしまして、

私の挨拶とさせていただきます。

賛助会員代表
印刷インキ工業会会長、

東洋インキ SC ホールデ

ィングス㈱の北川克己代

表取締役会長が次のよう

な挨拶をした。

　突然ではございます

が、ブラボー。サッカー

界だけではなく、グラビ

ア印刷業界の皆様にも大

いに盛り上がって、明る

くなっていただきたいと思います。

　改めまして、あけましておめでとうございます。

グラビア印刷業界の皆様におかれましては、平素

より私ども賛助会員各社がご愛顧賜り、印刷イン

キ工業会を代表して、厚く御礼申し上げます。

　昨年を振り返りますと、年初には予想もできな

印刷インキ工業会会長、
東洋インキSCホールデ
ィングスの
北川代表取締役会長
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かったロシアによるウクライナ侵攻があり、それ

に伴うエネルギーなどの世界的な需給ひっ迫と原

材料の高騰、後半は世界的なインフレリスクに対

応する各国の金融政策と、それとの兼ね合いで劇

的な円安が進行したことにより、消費者物価等が

大きく影響を受けました。戦争の先行きは残念な

がら見通せませんが、これらの困難な事柄を克服

していく術が今求められているのではないかと思

っています。

　一方、新型コロナウイルス感染症については、

オミクロン株への移行とともに、ウィズコロナを

進め、なんとか経済を回そうとする動きが顕著に

なってきており、3年ぶりに行動制限のない年末

年始が復活しました。今年こそは本格的な経済活

動再開を期待するところであります。

　さらに、直近のグラビア業界様を取り巻く事業

環境については、我々インキ業界同様に使用原料

高騰の他に、エネルギーコスト、物流コスト負担

増はもちろんのこと、軟包装業界特有の常備在庫

と受注生産問題での対応が急務と聞いています。

　一方、地球温暖化対策にかかわる環境対応につ

いても、サーキュラーエコノミーを意識した産廃

物の減量化やリサイクル化推進は待ったなしの状

況です。特に、紙化、水性化、バイオマス化とい

った新規環境対応技術に結び付いた製品開発や、

消費者視点、市場トレンドからも優先すべき事項

として顕著なものになってきていると実感してい

ます。昨年後半、経済産業省がカーボンフットプ

リントに関する検討会を再開したように、2010年

前後に整ったアプローチでカーボンニュートラル

に取り組む動きが出てきています。

　地球温暖化対策については、より切迫してきて

おり、各企業に具体的な CO2排出削減目標の設定

を促す動きもあります。当工業会は以前から環境

対応の指標として、バイオマスを取り上げてきて

います。廃棄後燃焼処理となる印刷インキではサ

プライチェーン排出量削減に効果的であり、引き

続き、この活動を推し進めるとともに、インキ各

社における再生可能エネルギーの採用、脱炭素に

つながる製品の提案なども継続して、グラビア印

刷業界様の CO2削減に寄与して参る所存です。

　一方、食品包装に関しても、食品包装の構成物

質の安全性追求の動きがあります。印刷インキは

従来の NL（ネガティブリスト）制度の管理を設定

しつつ、NL の拡充、インキの立場について、ホ

ームページなどで丁寧な説明を行って参ります。

これらの活動を通じて、今年も皆さんとともに、

一歩一歩前進し諸問題に対処していく所存です。

　最後になりましたが、ご参会の皆様が一丸とな

って、創造性と感性を併せ持つ魅力あふれる未来

へ向けてグラビア印刷業界全体が活気に満ち、ま

すますご発展されますよう、そしてご列席の皆様

のご健勝、ご多幸を併せて祈念し、お祝いの言葉

とさせていただきます。

　その後、マスクを着用しての約15分間の賀詞交

歓の時間となり、あちこちで新年の挨拶や歓談の

輪が広がった。

乾杯
関東プラスチック印刷

協同組合の石井 純理事

長（㈱多漣堂）が、「皆様、

あけましておめでとうご

ざいます。対面の形で賀

詞交歓会が開催できるの

は 3 年ぶりです。本日、

皆様にお会いできました

ことを心よりお慶び申し上げます。昨年、一昨年、

マスクを着用という状況の中、世界では様々なこと

が起こり、私どもの業界も非常に苦しい時代を生

き抜いていると体感しております。そういった中、

こうした組合活動を通じて皆様とより深い、より濃

関プラ協組の石井理事長
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い情報交換が僕らの業界を支えていくものであろ

うと思う次第です。本年度も皆様と一緒にがんば

っていければと思います」と述べ、乾杯に移った。

1分間スピーチ
　ここから、しばし着座での会食の時間となった

が、今回、事務局からの提案で、各テーブルで選

ばれた代表1名がステージに登壇し、1分間、自

社の宣伝からプライベートまで何でも OK の自由

スピーチを行う時間が設けられた。拍手や歓声が

飛び交う中、選ばれた代表者の皆さんが存分に思

いの丈を伝えた。

中締め
　最後に、全グラ会員8

団体の理事が登壇、関西

グラビア協同組合の竹下

晋司理事長（㈱ダイコ

ー）が代表して次のよう

に中締めを行った。

　全国グラビア協同組合

連合会の理事会は今、非

常に熱くなっています。

　我々の業界は、どれだけライフライン、あるい

は社会に貢献しているかということを再認識しよ

関西グラビア協組の
竹下理事長

1分間スピーチ登壇者の皆さん。上段左から、㈱ SCREEN GP ジャパンの上東和也氏、山葉印刷㈱の清川悦男
氏、㈱オリオン商事の千明直也氏、㈱ニレコの中村洋三氏、三洋グラビア㈱の渡辺直樹氏、中段左から、サカタ
インクス㈱の松浦敦史氏、東京計器㈱の川上 温氏、北上産業㈱の阿部孝司氏、大日精化工業㈱の高橋弘二氏、㈱
平野屋物産の母里圭太郎氏、下段左から、富士特殊紙業㈱の杉山真一郎氏、シリウスビジョン㈱の辻谷潤一氏、
㈱ヒューテックの上戸靖之氏、東洋 FPP ㈱の藤田一浩氏、㈱東伸の伊藤正幸氏
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うと、仮称ですが、軟包装価値向上委員会が理事

会で立ち上がりました。食品包装は本当にいじめ

られています。プラスチックや食品包装は悪者な

のでしょうか。そこで、軟包装のキャッチフレー

ズを作って、軟包装業界の価値をもっと上げてい

こうという、我々の業界にとってプラスになる発

信を行っていきます。

　軟包装を知らない人に説明すると、簡単に言え

ばビニールの袋を作っていますと言った方が早い

というのが現状です。我々は何に貢献しているか

というと、食品ロスです。食品ロスが増えれば増

えるほど、廃棄の問題が出てきて、結局 CO2が排

出されます。我々が食品ロスの削減に貢献してい

ることを、キャッチコピーを使って、1年かけて

どんどんアピールしていこうと取り組んでいます。

これは個人的な意見ですが、新聞紙面に載せても

いいのではないでしょうか。

　我々がどれだけ食品ロスの削減に貢献している

かを、社会の人々に知っていただきたい。我々が

パッケージの製造を止めたら、食品の流通はなく

なるくらい、大きな役割を担っていることを、今

日来られている皆様のご家庭や社員に伝えてほし

い。そうでないと我々の業界は端っこに追いやら

れてしまいます。ちょっとSNSで叩かれたらやら

れてしまいます。こういったことを全グラの中で、

1年間、課題にしようということになったので、

皆様にもこの気持ちを伝えて、お力をお借りした

いと思っています。よろしくお願いいたします。

　竹中理事長の三本締めをもって午後5時、盛況

のうちに散会となった。

8団体の理事長。左から、九州グラビア協組の母里圭太郎理事長、埼玉県グラビア協組の佐伯鋼兵理事長、北陸グ
ラビア協組の賀谷真尚理事長、関西グラビア協組の竹下晋司理事長、関東グラビア協組の田口 薫理事長、北海道
グラビア印刷協組の若狭博徳理事長、関プラ協組の石井 純理事長、東海グラビア印刷協組の杉山真一郎理事長
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　森脇青年部副部長の司

会によって進行し、開宴10

分間を会員相互の年頭挨拶

のための時間として設けた

後、開宴に際し竹下理事長

が、ご来賓の皆様にご臨席

いただけたこと、多数の組

合員・賛助会員にご参集いただけたことに謝意を

示すとともに、「昨年来申し上げているように、私た

ちが携わる軟包装は認知度が非常に低い業界と言

わざるを得ず、様々な異業種の集まりに行って自

身の業種について語る際、軟包装と言っても、プ

ラスチックのフィルムと言ってもなかなかイメー

ジいただけないのが現状です。私たちが作るパッ

ケージは鮮度の維持、品質保持期限の延長、食品

フードロスの削減など非常に大きな役割を果たし

関西グラビア協同組合

新年賀詞交歓会を開催

　関西グラビア協同組合は、2023年 1 月20日（金）午後 6 時から、大阪市北区のANA
クラウンプラザホテル大阪（万葉西の間）において、新年賀詞交歓会を開催しました。
多くの会員企業の皆様、日頃お世話になっている関係機関からご来賓の方々、総勢120
名にご出席いただきました。

竹下理事長
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ている割に認知度が低い。特定の商品名を挙げた

上で、早い話ビニールの袋を作っていますと言って

初めて理解いただけるというのが悲しい現実です。

　そのことを問題視し、全国グラビアで軟包装イ

メージ向上キャンペーンを正式に立ち上げました。

そして我々の業界を世間に知っていただくための

方法として、まずは日経新聞の一面を使って広告

する案が出ています。その際には会員の皆様にご

協力いただければと思います。そのように業界の

知名度を上げて、私たちが作っているパッケージ

が悪ではないということを積極的に社会に伝えて

イメージアップを図りたい。そして我々世代から

次世代へ世代交代をするときには全国の青年部で

結束して、このキャンペーンを引き継いでいただ

き継続的に発信していただけたらと強く思った年

頭です。今日この賀詞交歓会の場をお借りしてそ

のことをお伝えすると同時に、私の新年の挨拶と

させていただきます。」と挨拶されました。

　続いて、来賓者の近畿経

済産業局 産業部サービス

産業室 室長補佐 奥西かお

り様、大阪府商工労働部中

小企業支援室 ものづくり

支援課 課長補佐 岡正人

様より祝辞を賜り、賛助会

員を代表してサカタインク

ス㈱ グラビアパッケージ

事業部 事業部長 松浦敦

史様による乾杯の発声で開

宴し、途中、今期新たに組

合加入された㈱ヨシカワ 

代表取締役社長 𠮷川大亮

様から一言をいただき、2

時間の食事と歓談の輪が繰

り広げられました。

　最後にインキメーカー各

社が登壇し、代表して大阪

印刷インキ製造㈱ 代表取

締役社長 加藤康伸様より

万歳三唱、そして親組合・

青年部の役員が登壇し、代

表して髙桑理事が中締め

の挨拶の中で、詩人で書家

の相田みつをさんが仏教

の精神「自利利他」を見事

に表した「奪い合えば足ら

ぬ、分け合えば余る…」と

いう言葉を引用し、我利我

利ではない自利利他の心の大切さと、業界発展の

ため会員の皆様にバックアップと協力をお願いし、

一本締めで午後8時10分閉宴しました。サカタインクスの
松浦グラビアパッケージ

事業部長

大阪印刷インキ製造の
加藤社長

ヨシカワの𠮷川社長

髙桑理事

2月17日開催「じゃぱにうむ2023」で北四国グラビア印刷が事例発表
　（一社）日本印刷産業連合会は、2023年2月
17日（水）午後2時～4時30分まで、「じゃぱ
にうむ2023」をリアル開催およびYouTubeラ
イブ配信する。
　事例発表では、㈱北四国グラビア印刷（香川
県観音寺市）をはじめとする全国の印刷会社6
社が登壇、地方創生事業に関わる取り組みを紹

介する。また、日本テレビ「シューイチ」等の
コメンテーターを務める渋谷和宏氏を迎え、「コ
ロナ禍からコロナ後へ輝く地域・輝く人の条件」
をテーマにした基調講演も併せて行われる。
　YouTube ライブは、日印産連Web サイト
「じゃぱにうむ2023」専用ページ（https://www.
jfpi.or.jp/topics/detail/id=5598）より配信予定。



全グラコーナー

20 2023.2

全国グラビア協同組合連合会 HP がリニューアル
外国人技能実習制度各種書類もDL可能に

　大変長らくお待たせいたしました。全国グラビア協同組合連合会のホームページ
（https://www.gcaj.or.jp/）が2022年12月23日にリニューアルオープンしました。メニ
ューバーには、「TOP」「当連合会について」「グラビア印刷について」「グリーンプリ
ンティング認定制度」「労働安全衛生・化学物質」「お知らせ」「セミナー情報」「全グ
ラ情報 GP JAPAN」「グラビア印刷作業外国人技能実習制度」を配し、その下のカラ
ーデザインをバックに、我々が目指すべき「『環境』『品質』『コスト』の調和と『安
全・安心』」を大きく謳っています。

　一般の人にも理解していただくべく、「グラビア

印刷について」をクリックすると、

・ グラビア印刷とは

・ グラビア印刷の歴史

・ グラビア印刷のしくみ

・ 食品包装印刷の目的と機能

・ 環境への取り組みと今後の課題

・ 品質判定ガイドラインについて

のコンテンツを見ることができます。

　「グリーンプリンティング認定制度」や「労働安
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全衛生・化学物質」に関する情報など、グラビア

印刷に関する様々な情報にアクセスしやすいデザ

インとなっており、随時コンテンツも追加してい

く予定です。

　また、今回のリニューアルに伴い、昨年12月に

新基準が適用された「グラビア印刷作業外国人技

能実習制度」のコンテンツが設けられ、申請書や

受入の際に必要となる「確認証」チェックリスト
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などの書類のダウンロードができるようになって

います。ぜひ、ホームページにアクセスの上、お

役立てください。

　グラビア印刷作業外国人技能実習制度では、

GPJAPAN2023年1月号でも既報の通り、グラビ

ア印刷作業を行う場合、①労働安全衛生法を遵守

している、②定期的に作業環境測定を実施してお

り、かつ、直近の作業環境測定で作業場が第3管

理区分ではない、③定期的に有機溶剤健康診断を

実施しており、有機溶剤等健康診断結果報告書を

労働基準監督署に提出している、という要件の全

てを満たす事業場として、全国グラビア協同組合

連合会の確認を受けた事業場における作業でなけ

ればなりません。そして、受入の際には、全グラ

が発行した「確認証」が必要となります。御入用

の方は、全グラ HP からチェックリストを入手し、

必要なチェックを行い、承認印をもらったもの（原

本）を提出してください。

HPからの「確認証」チェックリスト取得方法
1．トップページの「グラビア印刷作業外国人技

能実習制度」のタブをクリックし、「実習実施

者・管理団体の皆様へ」の下にある『「確認

証」チェックリストダウンロード』から「グ

ラビア印刷作業チェックリスト」（次頁参照）

の書式（PDF）をダウンロードしてください。

2．必要項目を全てチェック・記載し、以下の書

類を添付の上、全グラに送付してください

　①　労働基準監督署に提出した選任報告書のコ

ピーを提出してください

　②　作業環境測定証明書のコピーを提出してく

ださい（直近の3年分）

　③　労働基準監督署に提出した有機溶剤等健康

診断結果報告書のコピーを提出してくださ

い（直近の分）
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